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礼
聰

お
い
は
ま
の
よ
さ

館
長
　
石
川
浩
行

二
十
三
年
振
り
に
入
る
生
浜
中
の
体
育

館
。
六
月
十

一
日

（土
）
の
午
後
、
生
浜

中
学
校
区
青
少
年
育
成
委
員
会
の
総
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
自
治

会
、
町
内
会
か
ら
の
拠
出
金
で
非
接
触
型

体
温
計
を
購
入
し
、
小
中
学
校
に
貸
与
す

る
な
ど
、
「地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で

守
り
、
育
て
る
」
を
合
言
葉
に
四
つ
の
小

学
校
区
が

一
つ
に
な

っ
て
、
物
心
両
面
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
支
え
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
こ
そ
が
生
浜
地

区
の
良
さ
な
の
だ
と
実
感
す
る
と
と
も
に
、

公
民
館
も
そ
の

一
つ
に
加
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
頑
張
ら
ね
ば
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

さ
て
、
三
年
目
を
迎
え
た

コ
ロ
ナ
禍
で

す
が
、
感
染
状
況
の
落
ち
着
き
を
受
け
て
、

様
々
な
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
公
民
館
の
利
用
制
限
緩
和
に
つ
い

て
は
、
後
述
の
通
り
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

緩
和
の
大
前
提
と
し
て
、　
一
人

一
人
の
基

本
的
な
感
染
防
止
対
策
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
私
た
ち
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
ご
利
用
に
な
る
皆
羅
いの
安
全
　
饒
礼
副
圏
観
観
癬
鋼
剛
躍
≫

安
心
の
た
め
に
、
引
き
続
き
基
本
的
な
感

輪

染
予
防
対
策
徹
底
に
ご
理
解

祓
　

八
月
十
八
日
か
ら
九
月
十
三
日
に
か
け

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
　
　
　
　
　
　
麟

て
、
災
害
時
に
活
用
す
る
太
陽
光
シ
ス
テ

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
　
　
　
　
　
　
鶴

ム
の
設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

躙
　

一
事
に
伴
い
、　
一
部
駐
車
場
の
利
用
制

議

難

魏

籐

雛

籐

機

斃

霧

珍

嫁

鬱

懸

鰹

続

繭

篠

蒻

斃

鶴

霧

鬱

麟

限

、

騒

音

が

発

生

す

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。

‐
‐
；
　
　
　
蝙
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

仄
四
狂
碕
額
は
翻
鰤
鋪
猫
励
窪謳卸
颯
　
　
蜀
岬
ス
だ
さ
ぃ
ま
す
ょ
ぅ
お
願
い
い
た
し
ま

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
の
推

　
瘍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饒
勒
鰹
鸞
鶴
奮
沐

移
と
国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
踏
ま
え
　
・

て
、
六
月
十
日
か
ら
公
民
館
の
利
用
制
限
　
鰊

を

緩

和

し

ま

し

た

。
た

だ

し

、
引

き

続

き

各

　

躙
機

稼

篠

轟

稼

霧

魏

霧

機

纂

鱗

魏

鐵

荀

簿

霧

珍

麟

醸

難

鶴

磁

蹴』［疇榊中脚嚇驚
建
ヴ着厖
赳
炒
膵
鼈

◎

定
員
の
三
分
の
一
以
下
の
利
用
制
限
を
解
除
　
ゃ
　
　
利
用
予
約
が
な
く
、
空
い
て
い
る
講
習

し
ま
す
。
（た
だ
し
、
ぉ
互
い
の
距
離
は
一
～
　
勒

室
を
自
習
室
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
”
工
け
る
）
　
　
　
　
　
　
鼈

児
童
や
学
生
は
、
宿
題
や
試
験
勉
強
、
受
験

◎

飲
食
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
飲
食
制
限
を
解
除
　
聰
　
勉
強
に
利
用
で
き
ま
す
。

◎詐
豪
靱
髪
笙
酬雰
鵜
鼈
強
嘩

◎

七
月

一
日
か
ら

「新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

鮨
　

　

　

¨
土

［

染
症
の
拡
大
防
止
対
策
チ

ェ
ッ
ク
表
」
の
提

　

勒
　
★
空
き
状
況
や
詳
細
は
利
用
前
に
公
民
館

へ
お
問

出
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
饉
　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＨＰ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

餞毒 :鯵
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昨
年
十

一
月
に
も
行

っ
た
世

界
遺
産
講
座

で
す
が
、　
コ
ロ

ナ
禍
で
海
外
旅
行
が
難
ｔ
い

た
め
、
気
分
だ
け
で
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
編
を
開
催
し
ま
し
た
。

あ
ん
じ
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
浜

野
よ
り
講
師
を
招
き
、
認
知

症
と
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

と
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
お
う
ち

時
間
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
義
の
後
は
、
自
宅

で
出
来

る
健
康
体
操
を
行
い
、

フ
レ

イ
ル

（加
齢
に
よ

っ
て
お
こ

る
心
身
の
機
能
の
衰
え
）
チ

ェ
ッ
ク
で
自
分
の
体
の
状
況

を
知
る
な
ど
、
け
が
や
病
気

に
な
ら
な
い
予
防
方
法
を
学

び
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
に
加
え

て
、
カ
メ
ラ
機
能
の
使
い
方
を

学
び
ま
し
た
。
写
真
や
動
画
の

撮
り
方
、
保
存
方
法
や
削
除
の

仕
方
、
Ｑ

Ｒ

コ
ー
ド
の
読
み

取
り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー

～
高
齢
者
の
た
な

安
心
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
～

量座
産
入
門
と
ヨ
l

ロ

ス
の
世
界

機 籐 譲 霧 鑢 饗 幾 麟 黎

ロ
ビ
ー
に
七
夕
飾
り
を

設
置
し
ま
し
た
。
サ
ト

ク

ル
や
図
書
室
に
き
た

子
ど
も
た
ち
に
は
、
短

冊

へ
願
い
事
を
書

い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。．

ダ=亀・‐・メイ“

ロ
ビ
ー

に
小
さ

い
ビ
オ

　

♂

ト
ー
プ
を
設
置
し
ま
し
　

，
ど

た
。
水

の
中
に
は
メ
ダ

　

》

働匡ど
嘔
〆
句力ヽ二〇
蛹

鋤昼勧』社猥難打でノ‐、　
静・

姜銘満赫ｗ拗一̈
ポ
ット　』♂

咄

鰹

霧

物

魏

魏

雛

麟

鰺

擁

鑑

難

璽

霧

場

雛

斃

鐵

擁

勒

雛

鶴

麟

難

鰹

露
守
●〓
ス
マ
ホ
教
室

～
カ
メ
ラ
機
能
を
学
び
ま
す
～

t轟
熱
メ ザ■ダ苺4:… 1″ 蠅．グ

ザ

～生浜公民館図書室から～

【4～ 6月  新着本案内】新刊など多数の本を購入 しま した。是非ご利用 ください。

日一般書 :『同志少女よ、敵を撃て』逢坂 冬馬/著 (早川書房)、『掃除婦のための手引き書』ルシアロ

ベルリン/著 (講談社)、『悪い言語哲学入門』和泉 悠/著 (筑摩書房)、『夏の装いかごバッグと帽子』
朝日新聞出版/編著(朝 日新聞出版)、『るるぶ沖縄i23』 (JTBパブリッシング)、 など

目児童書 :『こどもサピエンス史』ベングト=エ リックロエングホルム/著 (NHK出 版)、『お花のドレス
のBプラン』あんびる やすこ/著 (岩崎書店)、『お天気屋と封印屋』廣嶋 玲子/作 (静山社)、 など

□絵 本 :『 さかなくん』しおたに まみこ/著 (僣成社)、『くらべるえほん たべもの』ちかつ たけお
/さ く・え(学研プラス)、『字のないはがき』向田 邦子/原作(4ヽ学館)、 など

【生浜公民館図書室】開館時間 :9:45～ 17:00/休室日:第 3木曜日)


